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ておすすめしたカボチャスープのもとは、飛ぶように売れて

在庫がなくなったという。「あ、すごい。面白いなって」

それからPOP広告の専門家のブログを読み、描き方を独

学で学んだ。「3秒でいかにお客さんに見てもらうか」の世

界。工作好きが高じて、写真や段ボールを切り抜いて売り

場をデコレーションすることもあった。

サンシャインは高知市の本部や「しまんとハマヤ」でも勤

務。２年前から現在の生花店で働き、マイペースに描き続け

ている。

「うまい下手ではないんですよ、POPって。楽しんでもらえ

るように、自分のワクワ

ク感と共にお客様の必

要な情報を伝わるよう

に書いたら『これ欲し

い』『えいねえ』って言っ

てくれる人がいる。好き

なことなので続けられ

ています」

色とりどりの花の間から、はがきサイズの紙に書かれた

文字が顔をのぞかせている。「1鉢置くだけでお部屋がパッ

と華やぎます！プレゼントにいかがでしょうか？」。個性的

な文字にかわいいイラスト。お客さんに商品の価値を伝え

る「POP（ポップ）広告」だ。

琴平町の生花店「花だより」で働く沼博子さんは、手描き

のPOP広告を作る名人。県外のスーパーに呼ばれて講師

を務めたほか、POP広告に関する書籍制作に携わった経

験もある。「POPにはルールがないので、かっこつけず、自

分の言葉で楽しんで描くのが一番」と話す。

20歳の頃に佐川町のサンシャインのレジ担当として働き

始め、「店の売り上げを上げよう」と初めてPOP広告を描い

た。小さい時から大好きだった絵を生かし、お客さんがレジ

を待っている時に目に入るように作った「私のおすすめ」の

コーナー。食べ物や日用品など、自分が実際に食べたり

使ったりして感じた商品の良さを一言添えた。

いつも食べていたグラノーラは「サクサク！牛乳をかける

だけで忙しい朝でも楽ちんです」とPR。ハロウィンに合わせ

かっこつけず、自分の言葉で
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『四万十町通信』では、皆さまからの情報や投稿をお待ちしています。 【お問い合わせ先】 企画課 ☎22-3124

ちょいwaza／未来のwaza すくすく

町内で暮らす0～3歳頃の赤ちゃんの写真をご家族

のメッセージととも掲載するコーナーです。お子様

のベストショットをぜひご応募ください。

ちょっとした特技や趣味、さまざまな分野での活躍

を紹介します。主な対象者は18歳以下の人。「こんな

技があるよ！」などの情報をお寄せください。

スーパーにいた時に手作りした売り場

生徒に聞いてみた！実際どう変化した？

＜大学進学を目指すAさんに取材！＞

　英検に向けて勉強していたら、映画やYouTubeで英語が少しずつ聞き取れるようになってきました。

同じことを言っていても、日本語とは違う表現が使われていることに気づき、文化や歴史が関係している

のではと考えました。現在、言語と文化の関係性を調べていて、今後は、言語を学ぶことで社会にどんな

影響をもたらすことができるのかを大学で学んでみたいと思っています。

＜専門学校を目指すBさんに取材！＞

1 9 歳 、 未 来 が 動 き 出 す 。

お問い合わせ先 町営塾「じゆうく。」　　22-3163

「じゆうく。」

公式facebook

　じゆうく。では、進学・就職を問わず生徒一人一人が納得のいく進路選択ができるように、「キャリ

アコース」という授業を実施しています。興味のある探究テーマを設定し、過去の体験を振り返ったり

社会課題に目を向けたりしながら探究しています。今回は生徒の事例をご紹介します！

　このような探究テーマに辿り着くまでには、過去の体験を振り返るだけではなく、社会につい

ても知る必要があります。今後も、自分と社会の両方に向き合い、やりたいことが実現できるよ

う丁寧にサポートしていきます。

　小さい頃から絵を描くのが好きでした。学校のイベントに向けてイラスト

を作成する機会が何度かあり、周りに喜ばれることにやりがいを感じたの

で、将来もイラスト制作に関わりたいと考えています。今はLINEスタンプの

作成に挑戦していて、今後は世の中に求められるイラストが描けるような知

識やスキルを身に付けたいと思います。

納得のいく進路の実現に向けて

スタッフからの問いについて考えた

り、みんなで話し合っている様子。
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